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要旨	
	 本研究では、日本語母語話者 11 名に 10 のトピックに関するパーソナル・ナラティ
ヴを実施し、視点表現の出現傾向について分析を行った。分析の結果、日本語教科書
で、迷惑や被害を表す表現として導入される受身表現に加え、移動表現についても他
者から受けた不快な行為を描写する際に用いられることが分かった。また、使役表現
は、典型的な強制の意味よりは、授受表現「てもらう」との組み合わせで感謝を示す
際に用いられていた。以上の結果から、教科書で視点表現が扱われているトピックと
日本語母語話者の使用が認められたものが必ずしも一致しないことが示された。 
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１.	はじめに 
	 近年、コーパスデータに基づき、現行の文法シラバスを再検討する動きがあり、日
本語教科書の文法項目の提出順序が、必ずしも使用実態を反映したものではないこと
が指摘されている（庵・山内，2015）。これはトピックシラバスにも当てはまると考
えられる。トピックシラバスは、思考の流れが「伝達内容から表現形式へ」となって
いる点で、実際のコミュニケーションに近いと言える（小山，2002）。しかしながら、
例えば、授受表現であれば、恩恵性のある出来事について、受身表現であれば、嫌な
出来事に関するトピックにおいて導入されることが多いが、このようなトピックにお
いて、実際にこれらの表現が頻繁に出現するか否かについては、あまり検証されてい
ない。トピックと文法項目の関連性が分かれば、使用実態に即した教材作成や日本語
教育を行うことが可能になると考えられる。 
	 そこで、本研究では、日本語母語話者のパーソナル・ナラティヴを分析し、どのよ
うなトピックにおいて、どの視点表現が使用される傾向があるのかを探る。 
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２.	先行研究と研究目的 
	 多くの日本語教育機関で採用されている初級日本語教科書『みんなの日本語』（スリ
ーエーネットワーク，1998）に見られるような現行のシラバスが、多様化する学習者
のニーズや現実の言語使用に即していないことが指摘されている（庵・山内，2015）。
山内（2009）は、『みんなの日本語』で扱われている文法項目と、日本語学習者の発
話が収録された KY コーパスに出現したものの比較を行った。その結果、『みんなの日
本語』で扱われている助動詞、補助動詞、接続助詞など、普通形を作らなければ接続
できない形態素の大部分を中級話者が使用していなかったことを報告している。中級
話者による使用が見られなかった項目を表 1 に示す。このことから、山内（2009）は、
初級話者にとっての文法は、「丁寧形の文法、つまり普通形を作らなくても済む文法」
であると結論づけている。 
 
表 1	 中級話者による使用が見られなかった項目（庵・山内，2015：49）	
品詞 項目 
助動詞 のだ、受身、使役、はずだ、そうだ（様態）、そうだ（伝聞）、つ
もりだ、ばかりだ、ところだ 
補助動詞 てくる、てしまう、てみる、てある、ておく、すぎる 
接続助詞 から、が、し、ながら、と、ば、ので、のに、なら 
 
	 一方で、岩田・小西（2015）は、日本語母語話者の雑談が収録されている名大会話
コーパスの分析を行い、文法シラバスの再考を行っている。岩田・小西（2015）は、
初級で教えられる文法項目の中でも、日本語母語話者の使用頻度に違いがあることを
報告している。高頻度項目は、「〜のだ/ んだ」10112、「〜から」7953、「動詞のて形」
4531、「可能の各形式」3445、「〜たら」3406 などであった。また、会話コーパスと
いう特性から、「〜てる」や「N って〜」、「〜ちゃう」などの表現が高頻度で出現して
いたことも報告している。 
	 このように、日本語学習者や日本語母語話者の実際の言語データを分析することで、
初級で優先的に教えるべき項目や、教える順序が見えてくると言える。また、文法項
目の選定だけではなく、その項目を導入する際の例文にも、コーパスが利用されてい
る。中俣（2014）は、現代日本語書き言葉均衡コーパスにおける出現頻度に基づいた
文法コロケーションハンドブックを作成し、実際の言語使用に即した例文作りを可能
にした。しかしながら、精査した文法項目や例文を、どのようなトピックで、導入す
るのかについては、管見の限り検討されていない。言語使用の処理過程では、概念処
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理部門においてメッセージが生成され、その後、文法的符号化や音韻的符号化がなさ
れる（Levelt, 1993）。つまり、トピックシラバスは、伝達内容が先にあり、そこに表
現形式を付与していくという点で、実際の言語使用に近いと言える。また、トピック
により複数の文法項目を有機的に関連付け、導入することが可能になるため、言語教
育におけるトピックの役割は大きい。それゆえ、トピックと文法項目の関連性を明ら
かにすることは、実際の言語使用に即した教材作成や日本語教育には不可欠であると
考える。 
	 そこで、本研究では、日本語母語話者の発話データの分析を行い、どのようなトピ
ックにおいて、どの文法項目が出現するのかを探る。文法項目については、話し手の
視点を表すため、談話においてその使用が求められる視点表現を対象とした。 
 
 
３.	調査概要 
3-1	 調査 1：初中級教科書分析	
	 日本語母語話者の発話データ収集をする際のトピック選定を行うため、視点表現が
導入される初中級のトピックシラバスの教科書分析を行った（表 2 参照）。『みんなの
日本語初級 1・2』は構造シラバスであるが、最も広く使用されている教科書であるた
め、分析対象に含めた。視点表現である授受表現、移動表現、受身表現、使役表現が
導入されている課を抽出し、その課がどのようなトピックであり、どのような例文に
おいて出現するのか分析を行った。 
 
表 2	 分析対象の初中級日本語教科書一覧	
スリーエーネットワーク（1998）『みんなの日本語初級 1・2』スリーエーネットワ
ーク 
坂野永理・大野裕・坂根庸子・品川恭子（1999）『初級日本語［げんき］1・2』The 
Japan Times 
小山悟（2002）『J.Bridge to Intermediate Japanese』凡人社 
近藤安月子・丸山千歌・有吉英心子（2013）『中級日本語教科書 わたしの見つけた
日本』東京大学出版会 
 
3-2	 調査 2：日本語母語話者の発話データの分析	
	 2015 年 8 月および 9 月に、日本語母語話者 11 名を対象に、自身の過去の経験を語
るパーソナル・ナラティヴを実施し、発話データを収集した。パーソナル・ナラティ
ヴのトピックは、調査 1 に基づき決定した。トピックを表 3 に示す。 
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表 3	 パーソナル・ナラティヴのトピック	
内容 
1.	 	 自分が一番尊敬している人 
2.	 	 教育で重要なことは何か	  
3.	 	 ショックだった一言	  
4.	 	 自分が出会った史上最低な人 
5.	 	 身近な人に対する不満	  
6.	 	 理不尽な経験	  
7.	 	 部下（後輩）と接する時に気をつけていること 
8.	 	 日本のサービスの良い点・悪い点	 	  
9.	 	 接客で重要なことは何か 
10.	  将来の展望 
 
	 調査参加者は、1 分間トピックについて考える時間を与えられ、2 分程度で、提示さ
れたトピックについて、自身の経験や考えを語るよう指示された。発話を録音・文字
起こししたデータを分析対象とした。形態素解析器を用いて、文字起こしデータを形
態素に分けた後、トピック毎の授受表現、受身表現、移動表現、使役表現の出現頻度
を観察した。形態素解析には、UniDic-2.1.2（MeCab 版）を使用した。また、データ
の中から視点表現を含む談話を抽出し、どのような文脈で使用されているのか、質的
に分析を行った。 
 
４.	分析結果	
4-1	 調査 1 の結果と考察	
	 教科書分析の結果について述べる。授受表現、移動表現、受身表現、使役表現が導
入されている課のトピックおよび例文は、表 4、表 5 の通りである。『みんなの日本語
初級 1・2』は、トピックシラバスではないため、課の冒頭にあるモデル会話のタイト
ルを示す。例文については、課のモデル会話から抽出したが、長い場合は、適宜省略
を行い、単文レベルのものを示した 
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表 4	 初級教科書における視点表現の提出トピック	
文法項目  『みんなの日本語』  『げんき』  
授受表現  7 課「いらっしゃい」  
例文：会社の人にもらいました。  
24 課「手伝いに行きましょうか」  
例文：「山田さんとミラーさんが来てくれ
ます」  
	 	  「山田さんに貸してもらいます」  
14 課「バレンタインデー」  
例文：セーターをあげたらどうですか。  
16 課「忘れ物」  
例文：駅員さんが探してくれたんです。  
22 課「日本の教育」  
例文：大学に行かせてくれなかった。  
移動表現  5 課「この電車は甲子園に行きますか」  
例文：この電車は甲子園に行きますか。 
＊「持っていく /来る」（17 課）、「連れて
行く /来る」（24 課）は語彙として導入  
3 課「デートの約束」  
例文：今日は京都に行きます。  
 
受身表現  37 課「金閣寺は 14 世紀に建てられまし
た」  
例文：金閣寺は 14 世紀に建てられました。 
21 課「どろぼう」  
例文：どろぼうに入られました。  
23 課「別れ」  
例文：たけしくんが作った料理を食べさせられた。 
使役表現  48 課「休ませていただけませんか」  
例文：休みを取らせていただけませんか。 
22 課「日本の教育」  
例文：あなたをいい大学に行かせてあげたい。  
＊使役受身として、23 課「別れ」でも扱われてい
る  
 
 
 
表 5	 中級教科書における視点表現の提出トピック	
文法項目  『J. Bridge』  『わたしの見つけた日本』  
授受表現  6 課 Step1「理想の結婚」  
例文：頼りがいがあって、グイグイ引っ張っ
てくれる人がいいなあ。  
6 課 Step2「ひとこと言ってあげる」  
例文：最近はどこへも連れて行ってくれませ
ん。  
8 課 Step2「親の立場、子の立場」  
例文：テレビゲームなんか絶対にやらせても
らえませんでした。  
1 課「人と出会う−初めての日本体験」  
例文：親切にしてくれました。  
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移動表現   1 課「人と出会う−初めての日本体験」  
例文：田中さんはなぜかぼくの方に走ってき
た。  
2 課「夢を話す−私の夢」  
例文：生産量が上がっていった。  
受身表現  5 課 Step1「殺人事件現場」  
例文：ピストルで撃たれて死んでいた。  
＊6 課 Step1「理想の結婚」には、「てもらう」
と受身の違いを説明する記述がある  
1 課「人と出会う−初めての日本体験」  
例文：「ばか」と言われたのがいやでした。  
使役表現  8 課 Step2「親の立場、子の立場」  
例文：テレビゲームなんか絶対にやらせても
らえませんでした。  
4 課「生活に馴染む−何でもいいと言われても」 
例文：店を変えさせられた。  
 
	 教科書分析の結果、それぞれの文法項目が導入されるトピックに次の特徴があるこ
とが分かった。授受表現については、物のやり取りや恩恵性のある出来事以外に、「大
学に行かせてくれなかった」のような不満を表す場合にも用いられていた。次に、移
動表現は、本動詞については初級教科書で扱いがあるが、補助動詞は「持って行く/来
る」「連れて行く /来る」といった語彙として導入されており、特定のトピックでの扱
いが見られなかった。受身表現は、嫌な出来事や「金閣寺は 14 世紀に建てられました」
という建造物の説明に用いられていた。また、使役表現との組み合わせで、自分の意
に反することを強制されたという場面でも用いられていた。使役表現は、教科書のモ
デル会話においては、単独ではなく、授受表現や受身表現との組み合わせで提示され
ている点が特徴的である。 
 
4-2	 調査 2 の結果と考察	
4-2-1	 視点表現の出現傾向	
	 調査 1 で、視点表現の出現が観察されたトピックの特徴を踏まえ、10 のトピックを
選定し、日本語母語話者のパーソナル・ナラティヴのデータを収集・分析した。各ト
ピックにおける 4 つの視点表現の出現頻度を表 6 に示す。 
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表 6	 各トピックにおける視点表現の出現頻度	
 
文法
項目  
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 合計  
尊敬  教育  ショ
ック  
史上
最低  
不満  理不
尽  
部下  サー
ビス  
接客  将来  
授受  27 12 6 11 11 28 24 26 14 2 165 
移動  51 31 26 32 19 59 33 41 40 42 374 
受身  6 8 33 12 8 44 4 7 12 7 141 
使役  10 6 4 6 2 5 4 2 3 4 46 
合計  94 57 69 61 40 136 66 76 69 55 726 
 
	 最も出現数が多かったのは、移動表現であった。これは、「〜ていく/てくる」には、
主体や対象が移動する空間的用法以外に、時間的用法があり、トピックを限定せず広
範囲で使用できることが関係していると推察される。一方、最も出現数が少なかった
のは使役表現であり、後で詳しく述べるが、そのほとんどが、他の表現との組み合わ
せの形で出現していた。各文法項目が、どのトピックにおいて多く出現しているのか、
用例と共に見ていく。 
 
4-2-2	 授受表現の使用傾向	
	 授受表現の出現数の内訳は、「あげる系」22、「もらう系」49、「くれる系」94 であ
り、自身のことを語るナラティヴという性質から「くれる系」の使用が多く観察され
た。特に、「くれる系」は、「自分が尊敬している人」および「日本のサービスの良い
点・悪い点」において、他者への感謝や親切な出来事について語る際に多用されてい
た。以下にその例を示す。 
 
（1）NS09：トピック 8	 日本のサービスの良い点・悪い点 
	 良い点としては、やっぱりお客さんを、こう、お客さんとして、扱ってくれて、え
っと、ん、笑顔を、見せながら、こう、接客をしてくれることだとか、＜後略＞。 
 
	 また、様々なトピックにおいて、他者への不満を表す際に「てくれない」という形
で使用されていた。一方、「もらう系」は、「理不尽な経験」における出現数が 16 で、
最も多かったが、調査 1 の教科書分析で見られたような不満を表す「てもらえない」
という形での出現は認められなかった。 
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4-2-3	 移動表現の使用傾向	
	 次に、移動表現について述べる。移動表現の出現数の内訳は、「いく/ていく」203、
「くる/てくる」171 であった。前述した通り、出現数が多く、どのトピックにも観察
されたが、「理不尽な経験」における出現数が 59 で、最も多かった。以下の発話例（2）
に見られるように、他者から受けた不快な行為を描写する際に、多く使用されていた
のが特徴的である。 
 
（2）NS09：トピック 6	 理不尽な経験 
	 このお客さんは、いや、いくらだ、いくらだ、と、ずっと、しつこく聞いてきて、
＜中略＞あきらめずに、しつこく聞いてきました。 
 
	 移動表現は、空間的用法と時間的用法に分類され、更に空間的用法については、「主
体の移動」と「対象の移動」に分けられる（庵他，2000）。発話例（2）は、空間的用
法の「対象の移動」にあたり、この用法においては、上記のような不快な行為を描写
する際に、使用が偏っていた。このように、用法が複数ある移動表現においては、ト
ピックを選ばず出現するものと、特定のトピックに顕著に使用されるものとがあるこ
とが分かった。 
 
4-2-4	 受身表現の使用傾向	
	 受身表現は、「ショックだった一言」および「理不尽な経験」において、他者からさ
れた嫌なことについて語る際に、多用されていた。一方で、「言われる」という形での
出現が多く、迷惑な行為に限らず観察された。以下の発話例（3）は、「言われる」の
例である。 
 
（3）NS02：トピック 6	 理不尽な経験 
	 店長がそれを見て、分かりました、替えます、と言ってその後、私に、お客さんか
ら言われたことはちゃんとやりなさいと言ってきました。 
 
	 『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』を用いて文法のコロケーションを
分析した中俣（2014）においても、「られる・れる」の前にくる動詞は「言う」が第 1
位で、出現数は 35778 であることが示されている。初級日本語教科書では、受身表現
が迷惑や被害の意味合いで用いられることが強調される傾向があるが、必ずしもそう
ではないことが、本調査の結果からも分かった。また、発話例（3）では、客から私へ
の方向性を示す際には「言われた」を使用し、不快感を示す際には受身表現ではなく、
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「行ってきた」を用いるという使い分けが見られる点が非常に興味深いと言える。 
 
4-2-5	 使役表現の使用傾向	
	 最後に、使役表現について述べる。使役表現は、「自分が尊敬している人」における
出現数が 10 で、最も多かった。「仲良くさせてもらっている」や「楽させてもらって
いる」のように、授受表現との組み合わせで、感謝を示す際に、使用されていた。以
下に、その例を示す。 
	  
（4）NS09：トピック 1	 一番尊敬している人 
	 そういう人たちに、えっとー、教えてもらったりとか、仲良くさせてもらってる、
ると、やっぱ、すごい良い面がどんどん、そのー、人たちに見えてきて、＜後略＞。 
 
	 中俣（2014）において、「させる・せる」と共起する頻度の高かった動詞（第 1 位
「する」）は、典型的な強制や許可の意味ではなく、対応する他動詞がないときに自動
詞を他動詞化させるのに使われている場合が多いことが報告されている。本調査の結
果においても、初級日本語教科書で最初に導入される強制の意味よりは、発話例（4）
に見られるように、「させてもらう」の形で、謙った表現として用いられていた。 
 
５.	まとめと今後の課題 
	 本研究では、視点表現がどのトピックにおいて使用される傾向があるのか、日本語
母語話者の発話データの分析により、検討した。その結果、以下のことが分かった。 
(1) 授受表現は「くれる系」の出現数が多く、他者への感謝や親切な出来事について
語る際に多用されていた。一方で、「てくれない」という形で、不満を表す際にも
使用されていた。 
(2) 受身表現だけではなく、移動表現も、他者から受けた不快な行為について描写す
る際に多用されていた。 
(3) 使役表現は、単独ではなく、授受表現「てもらう」との組み合わせで、感謝を示
す際に用いられていた。 
	 本研究では、初中級の日本語教科書の分析に基づき、トピックを選定したため、ト
ピックが教科書に出てくるものに限定された可能性がある。ヨーロッパ言語共通参照
枠（CEFR）では、我々の言語生活を「私的領域」「公的領域」「職業領域」「教育領域」
の 4 つの領域に分類しており（投野，2013）、同じトピックであっても、私的なもの
と公的なものでは、使用される表現が異なると言える。例えば、「尊敬する人」という
トピックであっても、「自身が尊敬する人」と「世界で有名な日本人（尊敬されている
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人）」では、後者において受身表現が使用される可能性が高くなると考えられる。した
がって、今後は、領域の違いにより、出現する表現がどう変化するのかについても検
討を行いたい。 
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